
取組一覧表（2018年度）

大作戦１　わがまち発信大作戦

作戦１　いろいろ発信作戦

今年度 今年度実施内容（上段）

来年度 自己評価・課題（下段）

・姉妹都市提携４０周年を記念して米国キュパティーノ市を訪問した市民使節団に、団長として市長が参加した。
・豊川稲荷東京別院に設置された豊川市宣伝部長いなりんの大型看板の除幕式に副市長が出席し、市の魅力をＰＲし
た。

・計画どおり実施できたと評価する。

【観光基本計画：「観光大使によるPR活動」として継続実施】
・観光協会と連携し、とよかわ観光大使であるラジオＤＪの小林拓一郎氏により豊川市の魅力を広く発信した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・知名度がある人物や発信力のある人物など、広報大使同様、観光大使を増やす必要がある。

・市内外でのイベントや、交通安全啓発など、さまざまな場面に登場し、市の魅力や重要な情報の発信に貢献した。
・シティセールスグッズなどにイラストを掲載し、PRした。
・下水道への理解を深めていただくため、いなりんをデザインしたマンホールふたのコレクションカード「いなりんマンホー
ルカード」を作成・配布した。【下水管理課】
・いなりん、イナリソ、いなりコのシールを貼付した紙コップ・コースターを作成し、会議等ですわポン茶の提供の際に使用
してPRした。【議事課】

・計画どおり実施できたと評価する。
・行政の活用方法について、観光協会のＰＲ戦略と整合を図る必要がある。

【観光基本計画：「各種メディアを活用した戦略的なPRの展開、市内外におけるプロモーション活動の展開」として継続実
施】
・観光協会と連携して首都圏を含む都市圏及び近隣地域におけるプロモーション活動を実施した。
・豊川稲荷東京別院にて行われた9月の大岡祭、2月の節分祭、初午祭、JR浜松駅、名古屋駅、金山駅、名鉄名古屋駅
において、観光協会と連携し初詣を含めた豊川市のＰＲを実施した。また、県観光協会主催による刈谷・川島ハイウェイ
オアシス、兵庫県西宮市でのPRイベントへ出展した。
・豊川稲荷東京別院の敷地壁面に豊川市PR用の看板を設置した。
・日本橋イベントスペースにおいて、ひまわり農協、東三温室、観光協会と連携して豊川産農産物のプロモーションイベン
トを実施した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・首都圏を含む都市圏でのプロモーション活動及び特産品販売を含めた活動体制の構築が必要である。
・イベントの実施結果を踏まえて、首都圏等への農産物のプロモーションを継続して取り組む必要がある。

・「とよかわブランド」に認定された素材等を活用した製品等の販路開拓事業への補助事業を行った 。
・市内の農業関係団体で組織する農政企画協議会で市内生産額上位の農産物等を紹介するガイドブック・リーフレットを
作成し、豊川産農産物の普及推進・PRに活用した。【農務課】
・観光協会のブランドプロジェクト事業との連携及び支援について検討した。【商工観光課】

・計画どおり実施できたと評価する。
・ブランドプロジェクト事業との連携の中で、特産品ギフトカタログを含めた重点ＰＲ方法などの検討が.必要である。

【観光基本計画：「東三河広域観光協議会との協働、愛知県観光協会との協働」として継続実施】
・東三河広域観光協議会により豊川市を組み込んだツアーを実施した（とよかわバラのブーケ作りと施設見学、狐のお面
の絵付け体験）。
・愛知DCに向けた全国の旅行会社を対象とした商談会等で提案した１７の誘客企画について、１１の企画へ利用があっ
た。

・計画どおり実施できたと評価する。
・ツアーの基になる素材が魅力ある内容にならないと、旅行会社との連携は難しい。

・市内事業者１４社から返礼品の提供を受けることができた。
・SNS、民間サイト及び新聞広告を活用した情報発信を行うとともに、都市圏でのPR活動を行った。

・計画どおり実施できたと評価する。
・返礼品の更なる拡充を図り、引き続き情報発信に努める。

番号 取組名 取組概要 主管組織

1 トップセールス
情報発信力のある市長等があらゆる機会を捉えて、豊川市の魅
力を市内外へ売り込む。

秘書課

4 県外でのPR強化
トップセールス、ホームページ、新聞広告、雑誌、ラジオ、テレビ、
特産品販売などにより、県外のターゲットを意識したプロモーション
活動を増加充実させる。

秘書課、商工観
光課、農務課

ふるさと観光大使の任
命

観光協会が平成２１年度からZIP－FMの小林拓一郎氏を観光大
使に起用しており、豊川市の魅力を発信してもらう。

商工観光課

3
マスコットキャラクター
の活用

豊川市宣伝部長いなりん、特命課長いなりコ、特命係長イナリソ
が、市内外のイベント等に参加したり、チラシなどにイラストを掲載
したりして、知名度を活かした情報発信を行う。

2

秘書課、商工観
光課、下水管理
課、議事課

5
特産品ギフトカタログ
の作成

地域の特産品を選定しギフトカタログとしてまとめ、土産や贈答な
どのニーズを掘り起こしたりネット販売に対応したりして、特産品の
ブランド力を高める。

農務課、商工観
光課

6
旅行会社と連携してと
よかわ堪能ツアーを実
施

豊川市を行程に組み込んだツアーを提供し、豊川市を楽しんでも
らう。

商工観光課

7
とよかわ応援寄附制
度に関する情報発信

返礼品の拡充を図り、とよかわ応援寄附制度について全国に情報
発信する。

企画政策課

進捗状況
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取組一覧表（2018年度）

作戦２　よく見える発信作戦

今年度 今年度実施内容（上段）

来年度 自己評価・課題（下段）

・市長室への来訪、各種報告会、イベントなどでインタビューボードを活用した。
・名刺や印刷物による活用を推進した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・効果的なカラーやデザインについて、さらなる検討と調整が必要である。

・広報・シティセールス推進員の意識改革研修において、「『伝える』ために大切なこと」をテーマに、豊川市出身のアナウ
ンサー・小原佳代子さんを招いて講演をしていただいた。【秘書課】
・「新・豊川市人財育成基本方針」（平成２５年３月策定）において、求められる職員像“３Ｃ”の一つとして、“City Sales
Person（シティセールスパーソン）”を位置付け、新規採用職員研修のテーマで取り上げるなど達成に向けた取組を実施
した。また、在職２年目の職員を対象に産業部商工観光課の事業に参加するシティセールスパーソン研修を実施し、事
業の魅力を戦略的に発信する手法等を体験することで、豊川市の魅力を発信する力の養成を図った。【人事課】
・クールビズ期間中（５月１日～９月３０日）の毎週水曜日及び金曜日を「いなりんのクールビズデー」と位置づけ、職員の
「いなりんポロシャツ」の着用を推奨した。【人事課】

・計画どおり実施できたと評価する。
・広報・シティセールス推進員以外にも意識改革を広げていく必要がある。【秘書課】

・利用率が増加するスマートフォン版ホームページをリニューアルし、より利用しやすいデザインとした。

・計画どおり実施できたと評価する。
・さらなる情報の充実やシティセールスにつながる情報の更新、アクセシビリティの向上が必要である。

・市ホームページの「きらっと☆とよかわっ！」ページについて、情報の整理や写真の活用などによるデザイン性の向上に
取り組んだ。

・計画どおり実施できたと評価する。
・より魅力的なページとなるよう、随時見直しを行うことが必要である。

・広報戦略プランやパブリシティガイドの運用を行い、広報機能強化に努めた。
・広報アドバイザーを活用し、広報紙のデザイン力向上に努めた。

・計画どおり実施できたと評価する。
・広報担当者のコーディネート能力などの向上を図る必要がある。

・動画の積極的な活用に取り組んだ。【秘書課】
・３つの市公式ＳＮＳについて、それぞれの特徴を生かした情報発信に取り組んだ。【秘書課】
・情報誌「はなまる」と協働した広報に取り組んだ。【秘書課】
・市の魅力を全国に発信していただく「とよかわ広報大使」に、豊川市出身の俳優・渡辺いっけい氏を新たに委嘱した。
・豊川市下水道Fａｃｅｂｏｏｋを開設し、市ホームページに掲載している下水道情報などを発信し普及活動の強化を図っ
た。【下水管理課】

・計画どおり実施できたと評価する。
・広報大使制度をさらに活用する必要がある。
・動画の効果的な活用を検討する必要がある。

・豊川市のホームページ内の情報に公開型GISの地図情報を併せて掲載することで、市民の利便性向上及び市役所外
へのPRを図った。

・計画どおり実施できたと評価する。
・市役所内外に対して広くＰＲし、活用を推進する必要がある。
・今後も市民にとって有益と考えられる地図情報を選別し、配信する必要がある。
・利活用を推進するため、市ホームページとの連携をより強化する必要がある。

・広報とよかわやＳＮＳで動画を活用した。【秘書課】
・平成３０年７月から、中部国際空港のセントレアSORAビジョンで、豊川市をＰＲする動画の放映を開始した。【秘書課】
・地域情報ライブラリーにより、市内の観光地やイベントの映像を作成し上映した。【中央図書館】
・試験的にドームシアターで各課のＰＲ映像を、番組前に流している施設利用案内時に投影した。【中央図書館】

・計画どおり実施できたと評価する。
・新たなプロモーション動画の作成、配信コンテンツの検討が必要である。【秘書課】

・「とよかわの魅力たっぷり！」展をはじめ２３課と、延べ４１回の図書館コラボ展示を実施した。

・コラボ展示により、各課の施策を図書館利用者に効果的にＰＲすることができた。また、展示について中央図書館のＳＮ
Ｓを通して発信することで、さらに広く施策をＰＲすることができた。

番号 取組名 取組概要 主管組織

ハザードマップや工事箇所など市民にとって有効な地図情報をイ
ンターネットにより広く配信する。

情報システム課

多様な広報媒体の活
用

秘書課、下水管
理課

7 市民公開型GISの活用

8 ＰＲ動画の活用
豊川市の魅力をPRするための動画を活用し、多くの方に印象に残
る情報発信を行う。

秘書課、中央図
書館

広報の必要性や重要性を理解して情報発信できる職員を育成す
る。

秘書課、人事課

6
現在活用している広報媒体の効率的な運用とともに、新たな広報
媒体の導入について研究し、情報を受け取る方を意識した情報発
信を行う。

5 広報部門の機能強化
広報担当の知識、技術、情報コーディネートの能力向上を図り、効
果的な情報発信を行う。

シティセールスウェブ
サイトの整理

ホームページにおいてシティセールス関係のページを充実させ、
旬な情報を多くの方に届ける。

1
カラー、デザインの統
一

効果的な情報発信のため、統一したカラーやデザインを積極的に
用いる。

秘書課

3
市ホームページの充
実

アクセシビリティに配慮した分かりやすいホームページをつくり、行
政情報の見える化を推進する。

秘書課

2
市役所全職員の広報
パーソン化

4 秘書課

秘書課

9
図書館コラボ展示の
実施

中央図書館エントランスなどで、各課などの主要施策をＰＲする内
容の企画展示を実施する。

中央図書館
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取組一覧表（2018年度）

大作戦２　わがまち大好き大作戦

作戦１　わがまち学ぼう作戦

今年度 今年度実施内容（上段）

来年度 自己評価・課題（下段）

【観光基本計画：「桜のガイドマップの作成」として継続実施】
・桜まつりを観光協会と連携して開催するとともに桜マップのリニューアルを行った。【商工観光課】
・桜トンネル、佐奈川、音羽川、御津山、宝円寺、穴観音の開花状況を、ホームページに掲載し周知を行った。【商工観光
課】
・豊川公園桜トンネルの適正管理のため、危険木の伐採及び補植を行った。【公園緑地課】
・桜ヶ丘公園の淡墨桜の開花状況をホームページに掲載し、周知を図った。また、桜に関連する美術作品を積極的に収
集した。【文化振興課】

・計画どおり実施できたと評価する。
・開花時期は毎年違いがあるが、効果的なＰＲを行うためにはタイミングが重要である。【商工観光課】

【観光基本計画：「観光のまちとしての市民啓発」として継続実施】
・新設した一宮地区を周遊するコースにて推奨観光ルートウォーキングを開催した。【商工観光課】
・とよかわ観光ものしり検定を実施した。【商工観光課】
・とよかわ観光資源探訪ツアーを実施した。【商工観光課】
・地域の歴史や文化などについて掘り起こして紹介する「ふるさと再発見講座」を、三河天平の里資料館で３回開催した。
【生涯学習課】
・桜ヶ丘ミュージアムの常設展示室で郷土作家の作品を紹介した。【文化振興課】

・計画どおり実施できたと評価する。
・推奨観光ルートウォーキングや観光資源探訪ツアーについて、観光客を含む参加者の嗜好の変化に合わせて魅力あ
る内容で開催することが重要である。【商工観光課】

・ジオスペース館で、オーロラ映像を生かしたプラネタリウム番組を上映した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・機器が老朽化している。

2 魅力再発見イベント
豊川市の魅力を多くの方に改めて知ってもらうためのイベントを開
く。

商工観光課、生
涯学習課、文化
振興課

番号 取組名 取組概要

3
特色あるプラネタリウ
ムの活用

宇宙の知識を深めるプラネタリウム番組により、わがまちの魅力を
際立たせていく。

中央図書館

主管組織

1
「さくら」をキーワードに
した市のＰＲ

「さくら」にまつわる施設やイベントを活かして、わがまち豊川市の
イメージを高める。

商工観光課、公
園緑地課、文化
振興課、

継続

継続

継続

継続

継続

継続

進捗状況
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取組一覧表（2018年度）

作戦２　わがまち輪となろう作戦

今年度 今年度実施内容（上段）

来年度 自己評価・課題（下段）

・制度について検討した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・推進するためには、担当部署の設置と人員確保が不可欠である。

・広報とよかわの写真掲載コーナー「みんなの写真館」で、市民などから、市の魅力が伝わる写真を公募した。
・市公式Instagramで写真を募集して、市の魅力をPRする卓上カレンダーを作成し、市内外で配布した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・「みんなの写真館」への応募が少ないため、公募方法などを見直す必要がある。

【観光基本計画：「観光のまちとしての市民啓発」として継続実施】
・ボランティア名簿に登録のある方を対象として、以下のような内容で講座を実施した。観光協会が運営する砥鹿神社の
観光ボランティアガイドを体験してもらうと共に、推奨観光ルートウォーキングと連携し、実際に砥鹿神社のボランティアガ
イドとしての体験をしていただいた。また秘書課広報広聴係の協力で、インスタグラムの投稿講座も実施した。
・観光協会が、豊川稲荷や御油のマツ並木、牛久保地区、砥鹿神社でボランティアガイドを配置し、観光案内を行った。

・計画どおり実施できたと評価する。
・観光まちづくりを担うボランティアは、市民向けの観光情報を提供する取り組みが重要である。
・引き続き、登録者を活用するための場を創出するため、実践的な内容にシフトした講座を実施する必要がある。
・ボランティアガイドは、他の観光名所の案内もできるような人材育成が必要である。

・インターネットを利用したモニター制度「とよかわデジモニ」で、６回のアンケートを１００人のモニターに対して実施した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・新規の応募者を増やし、幅広い意見の収集が必要であると考える。

【観光基本計画：「東三河広域観光協議会との協働」として継続実施】
・東三河広域観光協議会と連携してイオン岡崎などでのイベントでＰＲを実施した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・県外への情報発信や誘客・物産活動は豊川市単独では難しいため、広域連携での取組も継続する必要がある。
・東三河県庁、東三河広域連合、豊川市が実施するPR事業に関し、相乗効果が期待できるものになるよう取り組む必要
がある。

・職員への周知を図った。

・計画どおり実施できたと評価する。

・多くのイベントについて、開催アドバイスや広報媒体によるPRなどの支援を行い、イベントの活性化を行った

・計画どおり実施できたと評価する。
・サポートの内容について、随時検討する必要がある。

・市で出産した方などを対象に、宣伝部長いなりんをデザインした「BABY IN CAR」スウィングポップを配布した。
・来年度からの配布に向け、オリジナルエコバッグを清掃事業課と共同で作成した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・デザインや仕様などの変更について、随時検討する必要がある。

継続

継続

継続

継続

番号 取組名 取組概要 主管組織

1
とよかわファンクラブの
創設

豊川市のことに関心を持ち応援していただける方が集う場として組
織し、自らまちの魅力を発信し、愛着や誇りを高められるようにす
る。

秘書課

2
市民提供の写真や動
画の配信

市民が撮影した写真や動画を広報紙やホームページに掲載する
など、市民参加型の情報発信を行う。

秘書課

3 おもてなし意識の醸成
豊川市に住んでいる人や訪れた人が感動するおもてなしの輪を広
げる。

商工観光課

4
ｅ－モニター制度の実
施

市民の意向を迅速に把握するためのコミュニケーションツールとし
て、電子メールなどを利用し、市政に関するアンケートを実施す
る。

秘書課

5 観光の広域連携
東三河地域で連携することで、豊川市の魅力のみならず、広域的
な魅力と合わせて発信し、県内外の多くの方の関心をひきつける。

商工観光課

6
シティセールス戦略プ
ランの周知

平成２８年に新たに策定した豊川市シティセールス戦略プランに基
づく取り組みが、市民、NPO、地域、企業、大学、行政などに浸透
するように基本的な考え方を周知し共有していく。

秘書課

7
きらっと☆とよか
わっ！イベントサポー
ト制度の実施

民間などが開催するイベントなどを支援し、イベントや視察・会議な
どの活性化とシティセールスの強化を図る。

秘書課

8
新たなシティセールス
グッズの作成

市への愛着を持ってもらうとともに、市内外へ魅力を発信するグッ
ズを作成する。

秘書課

進捗状況

継続

継続

継続

検討・調整・準備

検討・調整・準備

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

4



取組一覧表（2018年度）

大作戦３　わがまち魅力アップ大作戦

歴史・文化芸術のバリューアップ

今年度 今年度実施内容（上段）

来年度 自己評価・課題（下段）

・ボランティアガイドによる国分寺や国分尼寺跡の来訪者への説明ガイドを行った。
･三河国分尼寺跡史跡公園に多くの方が訪れて知っていただくため、「天平ロマンの夕べ」を開催した。

・計画どおり実施できたと評価する。

【観光基本計画：「神社仏閣のご利益、由緒、パワースポットの紹介」として継続実施】
・神社仏閣のご利益、由緒、パワースポットの情報を収集し、平成２８年度に新たに設定した推奨観光ルート（一宮地区）
を活用しウォーキングイベントを実施するなどのＰＲを実施した。
・観光協会と連携して、各地区の歴史的価値についてセミナーを実施した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・神社仏閣など観光資源と絡めたパワースポットや伝承など歴史的地域資源の掘り起こしを継続して行う必要がある。

【観光基本計画：「東海道や姫街道で結ばれた地域との連携」として継続実施】
・連携イベントとして、滋賀県草津市で開催された「草津宿場まつり」へ出展しＰＲを実施した。推奨観光ルートウォーキン
グについては、一宮地区を周遊する新設コースを利用したウォーキングを実施した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・東海道・姫街道を切り口とした連携のため草津以外の都市での出展を含めた連携の検討と調整を行う。
・推奨観光ルートウォーキングについて、既存のコースを利用して、引き続き魅力ある内容で開催することが重要である。

・ボランティアの協力を得ながら文化事業を行ない、市民との連携を深めた。
・地域から支えられるミュージアムとなるように協賛企業の募集を行い、２５社３０口の申し込みがあった。
・展覧会に関連した講演会を開催したほか、ミュージアムに親しんでもらえる子ども向けのキッズワークショップを月に１回
開催し、毎回定員に達するなど好評を得た。
・豊川市文化会館、音羽文化ホール、御津文化会館及び小坂井文化会館で、各分野における質の高い公演を２２本実施
した。また、子どもから文化芸術に親しんでもらうため、アウトリーチ事業及びワークショップを実施した。

・計画どおり実施できたと評価する。

・平成３０年６月９日に開園し、ボランティアによる来園者へのガイドなどの活動を開始した。
・講座や体験会を聴く会などの各種事業を実施した。

・計画どおり実施できたと評価する。

番号 取組名 取組概要 主管組織

1
国分寺、国分尼寺の
活用

重要な文化財である国分寺や国分尼寺をわがまちの誇るべき資
源とし活用していく。

生涯学習課

2
歴史的価値のある神
社仏閣の物語性を加
えたＰＲ

歴史的価値のある神社仏閣の魅力を際立たせて効果的にＰＲす
る。

商工観光課

4
ミュージアム・ホールを
核とした文化のまちづ
くり

3
地域資源をつなぐ街道
紹介

街道を切り口として、地域の魅力を組み合わせてつなぎ効果的に
ＰＲする。

商工観光課

開かれた文化施設を目指し市民の文化の核施設となることで、地
域の文化度を向上させる。

文化振興課

進捗状況

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

5
豊川海軍工廠平和公
園の活用

全国的にも数少ない戦争遺跡を保存活用した平和公園について、
語り継ぎボランティアの協力を得て運営を行う。

生涯学習課
実施（取組開始）

継続
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取組一覧表（2018年度）

スポーツのパワーアップ

今年度 今年度実施内容（上段）

来年度 自己評価・課題（下段）

・全国高等学校駅伝競走大会への出場に際して、豊川高等学校駅伝部(男子・女子）に激励金を交付した。また、同大会
での健闘を祈念して、市役所構内広告塔へPR看板を掲示するとともに、市役所ロビーにおいて激励会を開催し、「駅伝の
まち豊川」を市内外に広く発信した。

・計画どおり実施できたと評価する。

・三遠ネオフェニックスの公式ブースタークラブ会員の募集斡旋を行い、バスケットの普及・啓発活動を支援した。
・中学生バスケットボール教室や小学生交流会を開催するとともに小・中学生を対象に観戦チケットを配布した。

・計画どおり実施できたと評価する。

・全国高等学校駅伝競走大会に出場する豊川高等学校駅伝部（男子・女子）を応援するため、中央図書館内の大型映像
投影装置を使ってパブリックビューイングを開催した。

・計画どおり実施できたと評価する。

・市民のスクエア、市サッカー場において、第19回大学サッカースプリングカップ2019を誘致・開催した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・市内体育施設においては、既存の大会やイベントが多く、会場確保の面で新規大会等を誘致・開催することが困難な状
態である。

・供用開始に向け、整備完了することができた。

・計画どおり実施できたと評価する。

・陸上競技場の利用環境を改善し、施設の有効活用を図るため、日没後におよぶ大会や夜間の一般利用にも対応できる
照明設備の実施設計を行った。

・計画どおり実施できたと評価する。

・市内３地区（音羽、一宮、小坂井）の総合型地域スポーツクラブに対して、活動経費に対する補助金を交付するととも
に、会員確保など、活動支援を行った。

・計画どおり実施できたと評価する。
・クラブ設立後は、自主運営できるように支援や育成を行うことが重要である。

番号 取組名 取組概要 主管組織

1 高校駅伝の支援
全国高等学校駅伝競走大会に出場している高校を支援することに
より、「駅伝のまち豊川」を全国に発信する。

スポーツ課

2
プロバスケットボール
チームとのコラボレー
ション

Ｂリーグに所属する三遠ネオフェニックスと連携し、「するスポーツ」
「観るスポーツ」「支えるスポーツ」を推進する。

スポーツ課

6
陸上競技場（第３種公
認競技場） の有効活
用

レベルの高い競技にも対応できるよう改修した陸上競技場を多く
の方に使ってもらえるよう施設運営を行う。

スポーツ課

7
総合型地域スポーツク
ラブの設立・育成

3
パブリックビューイング
の開設

豊川市に縁のある選手やチームが世界規模・全国規模の大会に
出場する際に、大型映像投影装置を使って市民が一丸となって応
援する。

スポーツ課、中
央図書館

子どもから高齢者まで幅広い年齢層の市民が気軽にスポーツに
親しむことのできる総合型地域スポーツクラブを設立・育成する。

スポーツ課

4
各種スポーツ大会の
誘致・開催

陸上競技場をはじめ市内体育施設を活かし、各種スポーツ大会の
開催を誘致することで元気な豊川市を発信していく。

スポーツ課

5 スポーツ公園の整備
スポーツを通して多くの方が交流できる拠点として、魅力あるス
ポーツ公園を整備する。

公園緑地課

進捗状況

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

完了

継続

継続

継続
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取組一覧表（2018年度）

祭り・イベントのショウアップ

今年度 今年度実施内容（上段）

来年度 自己評価・課題（下段）

【観光基本計画：「大規模公園の有効活用」として継続実施】
・ホームページ、新聞、ラジオ、雑誌などにより積極的に市民まつりのＰＲをした。

・計画どおり実施できたと評価する。
・２０１９年度をもって幕を閉じる手筒まつりに代わるイベントを今後実施していくのかどうかを含め検討をしていくこととな
る。

・TMO事業を通した支援や企画、運営面でのサポートを行った。
豊川地区：いなり楽市、豊川手しごと市、縁、軽トラ市、ほいとも祭など
諏訪地区：おいでん横丁、諏訪まちリアルすごろくなど
・商店街主催イベントとして自立発展させるため、官公庁への申請・届出の事務手続きなどの支援を行った。

・計画どおり実施できたと評価する。

【観光基本計画：「神社仏閣の行事紹介」、「お祭りのスケジュール紹介」、「季節ごとの市内のお祭りの紹介」として継続
実施】
・観光協会と連携してホームページやスポット図鑑、四季ごとのお祭りチラシなどにより、開催情報をタイムリーに紹介し
た。

・計画どおり実施できたと評価する。

【観光基本計画：「工場見学の推進」として継続実施】
・観光協会のホームページで、平松食品の工場見学を紹介した。
・市民向けの産業観光体験ツアーとしてとよかわブランドにも認定をされている平松食品、天狗缶詰の工場見学を実施し
た。

・計画どおり実施できたと評価する。
・工場見学は、セキュリティ、現場における製品の品質、従業員及び見学者の安全の確保を図るための受入体制を整え
る必要があり、コストが多額となるため調整が難しい。

三河弁の「おいでん」を名称に取り入れた親しみやすい「おいでん
祭」や、東三河地方に古くから伝わる手筒煙火による「手筒まつり」
を開催し、充実させていくことでわがまちの魅力を多くの方に発信
していく。

商工観光課

2
中心市街地活性化イ
ベントの継続的支援

中心市街地に賑わいをもたらすイベントを商店街が自立的に開催
できるように継続的に支援する。

都市計画課

番号 取組名 取組概要 主管組織

3
地域の祭りの情報発
信

祭礼が豊富なわがまちの特長を活かすため、開催情報をタイム
リーに発信し、来訪者数の増加につなげる。

商工観光課

4
地元製造企業と連携し
たイベント開催

地元製造企業と連携し、地域の強みであるものづくり産業を身近
に感じられるイベントを開く。

商工観光課

進捗状況

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

1
市民まつり（おいでん
祭、手筒まつり）の充
実
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取組一覧表（2018年度）

環境・自然のウェイクアップ

今年度 今年度実施内容（上段）

来年度 自己評価・課題（下段）

・水質保全、里山保全など環境保全活動を行っている各種団体に対し、継続して支援を行うことができた。
・環境学習講座や里山保全リーダー養成講座を開催して豊川市の自然について学ぶ機会を市民に提供し、啓発を図っ
た。

・計画どおり実施できたと評価する。

【観光基本計画：「自然を活用した観光コンテンツの創出」として継続実施】
・宮路山を会場としたもみじまつりを観光協会と連携してＰＲし、本宮山・御津山・観音山・宮路山のハイキングマップでＰＲ
した。また、御津の海をテーマとしたＰＲポスターを作成した。【商工観光課】
・佐奈川堤を会場に、観光協会と連携して佐奈川・桜と菜の物産展を開催した。【商工観光課】
・三河湾臨海緑地やマリーナについて、ホームページやガイドマップなどで紹介した。【商工観光課】
・佐奈川散策路について、関係機関と調整し、一部整備を行った。【道路維持課】

・計画どおり実施できたと評価する。
・他の山、川、海の観光資源を、掘り起こして活用することが必要である。【商工観光課】
・佐奈川散策路について、整備後の維持管理を地元と調整していく必要がある。【道路維持課】
・佐奈川の桜について、街路樹診断を実施し、観光客に危険が及ばないように維持管理を行う。【道路維持課】

・アダプトプログラムの啓発を図った。
・アダプトサイン（看板）を設置したり、ホームページで活動を紹介したりして、広く周知した。
・県の補助金を活用し、市民団体に花の苗などを配布した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・公園や街路の樹木のほか、社寺林など市街地の民間緑地の保全も図りたい。
・環境美化だけでなく、緑化推進も図ることができる制度となるよう検討する必要がある。
・県の補助金制度では、各団体の要望を十分満たせないため、市単独の予算措置が必要である。

・環境学習講座において、自然観察会を行い、意識啓発を行った。【環境課】
・県指定天然記念物の樹木について、専門家の指導のもと市民と協働して樹勢回復作業を実施した。【生涯学習課】
・国指定天然記念物「御油のマツ並木」について、樹勢回復を図るとともに補植を行った。【生涯学習課】

・計画どおり実施できたと評価する。
・巨木や名木は社寺境内に多く、市が直接保全することは難しいが、氏子らと協働で作業した。
・市民の愛護につなげるため、巨木や名木の効果的なＰＲを行う必要がある。

・赤塚山公園の老朽化した設備等について取り替えを行った。
・利用者ニーズを把握するため、意識調査を実施した。
・Facebookによる情報提供を行った。

・計画どおり実施できたと評価する。
・開園後２０年以上が経過しているため、施設の設備等について計画的な改修が必要である。

番号 取組名 取組概要 主管組織

1
市民協働による自然
環境の保全

企業や団体等と連携し協働の仕組みづくりを検討するとともに、環
境保全に関わる人材育成や団体支援を行い、豊川市の豊かな自
然を守る。

環境課

2
山、川、海を観光資源
として活用

豊かな自然環境を活かして観光客を呼び込む。
商工観光課、道
路維持課

3
アダプトプログラムに
よる環境美化と緑化推
進

市民等が道路や公園などを清掃したり、花の植え替えや植樹をし
たりして、愛情を持ってまちをきれいにすることを支援する。

環境課、道路維
持課、公園緑地
課

4
巨木や名木の愛護啓
発

市内の巨木や名木を調査し、愛護啓発や専門家による保全を行
い、次代に引き継ぐことでわがまち豊川市の魅力を高める。

環境課、生涯学
習課

5 赤塚山公園の充実
県外からの来園者も多く人気を誇る赤塚山公園を、さらに親しまれ
る憩いの場としていく。

公園緑地課

継続

継続

継続

継続

継続

進捗状況

継続

継続

継続

継続

継続
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取組一覧表（2018年度）

産業・都市基盤のグロウアップ

今年度 今年度実施内容（上段）

来年度 自己評価・課題（下段）

・愛知県と連携した再投資促進補助金や平成２７年度に創設した御津１区第２期分譲用地企業立地支援制度や固定資
産税相当額を交付する奨励金のほか、進出企業の情報提供報奨制度を用意し、優遇策を充実させ積極的に誘致活動を
行った。
・東京ビッグサイトで開催される企業立地フェアに出展した。

・計画どおり実施できたと評価する。
・企業3社の御津1区への進出が決定した。
・愛知県企業庁と連携して分譲中の御津１区への企業誘致を進める必要がある。
・内陸工業団地を希望する企業のニーズに対応するため、新規工業用地の開発を進めることが必要である。

・やる気満々商店街等事業費補助金及びチャレンジとよかわ活性化事業（イベント支援）により、商店街などのにぎわい
創出につながる事業に対し支援を行った。【商工観光課】
・中心市街地の活性化事業について、商店街との合意形成を図りながら取り組んだ。【都市計画課】
・市やTMO事業による中心市街地の活性化に資する支援を行った。【都市計画課】

・計画どおり実施できたと評価する。
・商業団体等が自立して事業を行えるよう、支援をする必要がある。

・こだわり農産物を始めとした豊川産農産物について、販売促進・地産地消の推進を図るため、とよかわ農業市（年６回
開催）、豊川稲荷東京別院初午祭などのイベントでＰＲ活動をした。
・農政企画協議会によりホームページ「うまとよウェブ」の運営啓発を行った。
・先進的に観光農園、加工品及び農産物の直売所経営などを６次産業化として取り組む農業団体への視察を実施し、普
及啓発を図った。
・日本橋イベントスペースにおいて、ひまわり農協、東三温室、観光協会と連携して豊川産農産物のプロモーションイベン
トを実施し、普及啓発を図った。
・とよかわバラのＰＲ動画を制作し、市内映画館のシネアド枠での短編（15秒）映像の上映および通常版（6分40秒）イン
ターネット配信を行いＰＲを図った。

・計画どおり実施できたと評価する。
・こだわり農産物の知名度が低いため、こだわり農産物を取り扱う市内飲食店舗を認定し、現在のこだわり農産物販売店
とあわせて広く周知することで普及促進を図る。
・「うまとよウェブ」について、アクセス件数は十分確保しているので、内容を充実させる必要がある。
・６次産業化に取り組んでいる事業者との連携を進めることや、新たに取り組もうとする農業者等の情報交換や支援が必
要である。
・イベントの実施結果を踏まえて、首都圏などへの農産物のプロモーションを継続して取り組む必要がある。

・中心市街地の活性化を図るため、まちなか再生検討事業等を大学の研究室と協働で実施した。【都市計画課】
・市議会に大学教授を招き、研修会を実施した。【企画政策課】

・計画どおり実施できたと評価する。
・まちづくりの目的に合わせて、大学研究室等の選択が重要になる。【都市計画課】
・地域の拠点として大学を活用するなど、時代に合った事業の展開を図っていく。【企画政策課】

【観光基本計画：「豊川いなり寿司に続く新たな豊川ブランドの創出」、「観光協会のとよかわBRANDプロジェクト事業との
連携」として継続実施】
・観光協会のブランドプロジェクト事業との連携及び支援を行い、ブランド品の周知・ＰＲを観光協会と連携して実施した。
・やる気満々商店街等支援事業において、「千両芋スイーツ」及び「とよかわいなりうどん」の開発・発表会イベントの支援
を実施した。
・「とよかわブランド」に認定された素材、製品等の販路開拓事業への支援を実施した。

・計画どおり実施できたと評価する。

【観光基本計画：「鉄道利用と組み合わせたウォーキングコースのPR」として継続実施】
・東西南北地区の駅を活用したウォーキングマップやおでかけスポットナビのパンフレットを活用しPRを実施した。

・計画どおり実施できたと評価する。

番号 取組名 取組概要 主管組織

1
企業誘致による工業
振興

豊川市の魅力をアピールし優良な企業を誘致することで、自主財
源の確保や雇用の創出を図り、地域を活性化させる。

企業立地推進
課

2
まちづくりと連動した商
業振興

商店街等が知恵と工夫で賑わいを創出することを支援し、地域に
根ざした商業振興を推進する。

商工観光課、都
市計画課

3
農産物の普及推進、
地産地消による農業
振興

豊川産農作物のブランド化・普及推進により知名度を上げ、消費
拡大を図ることで、地域農業を活性化させる。

農務課

4
大学と連携したまちづ
くり

大学の知識や人材を活かして、シティセールスの効果があるまち
づくりを進める。

企画政策課、都
市計画課

5 とよかわ名物の開発 Ｂ－１グランプリ後の新たな観光資源になり得る名物を開発する。 商工観光課

6
各駅周辺の散策マップ
の作成

平成２１年度に作成したマップ「駅からはじまる物語」を活用すると
ともに、より使いやすいマップの作成を検討する。

商工観光課

継続

継続

実施（取組開始）

継続

継続

継続

進捗状況

継続

継続

継続

継続

継続

継続
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取組一覧表（2018年度）
今年度 今年度実施内容（上段）

来年度 自己評価・課題（下段）

・首都圏や関西圏で開催される産業展や県主催セミナーなどにおいて、物流ネットワーク拠点としての本市の優位性を積
極的にＰＲした。【企業立地推進課】
【観光基本計画：「セールスキャラバンの強化」として継続実施】
・本年度１０月から１２月に実施された愛知DCに向け、各地域の旅行会社向けの商談会やＰＲイベントにおいて、セール
ス及びＰＲを実施した。【商工観光課】
・観光協会のホームページにおいて、インターチェンジから観光地へのアクセスを紹介した。【商工観光課】

・計画どおり実施できたと評価する。
・本市においてインターチェンジを基軸とした交通アクセスの優れた新規工業用地の開発に取り組む必要がある。【企業
立地推進課】
・バス旅行における走行距離と運転手人員との関係によりバス旅行の範囲及び企画量が減少していることもある。【商工
観光課】

・子育て支援センターでは、来訪者が手軽に子育て情報などを取得できるように情報提供を行った。【子育て支援課】
・つどいの広場では、市内外の子育て中の親子が気軽に立ち寄れる場の提供を行った。【子育て支援課】
・プリオ窓口センターでは、各種証明書などの発行に加えて平成２４年度から旅券の申請・交付を行っている。【市民課】
・とよかわボランティア・市民活動センタープリオでの市民活動の支援を行った。【市民協働国際課】
・外国籍の子どもが日本語を学習するこぎつね教室の活動を行った。【市民協働国際課】
・プリオ市民相談室では、法律相談を始め９種類の相談を受け付けた。【人権交通防犯課】
・観光協会の事務所において、観光ＰＲを随時実施、プリオ壁面を利用した観光ＰＲを実施した。【商工観光課】
・TMO事業などにより、地域活性化のイベント会場として催事場を活用するとともに、壁面広告事業及びネーミングライツ
事業を実施し、民間企業との協働を図ることができた。【都市計画課】
・とよかわオープンカレッジ（一社）と連携し、発表会、作品展示、講座PRなどの生涯学習成果発表会を開催した。【生涯
学習課】

・計画どおり実施できたと評価する。
・公共機能の利用者により商業施設の利用拡大につながったと思われるが、継続して魅力あるビルづくりを進める必要
がある。
・観光協会と連携し、プリオを絡めた観光の企画を検討する必要がある。【商工観光課】
・今年度も事業を継続しつつ、関係機関との連携を図り事業を行う必要がある。【都市計画課】

7
２つの高速道路イン
ターチェンジの優位性
をＰＲ

企業誘致やイベント開催などにおいて、交通アクセスの優位性を
アピールし、訪れやすいまち、住みよいまちを印象付けていく。

企業立地推進
課、商工観光課

番号 取組名 取組概要 主管組織

8
公共機能が充実した
複合商業施設プリオ
のＰＲ

プリオの利便性を高めるとともに、その魅力を積極的に発信し、中
心市街地の賑わい創出につなげる。

子育て支援課、
市民課、市民協
働国際課、人権
交通防犯課、商
工観光課、都市
計画課、生涯学
習課

継続

継続

継続

進捗状況

継続
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